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本
日
の
臨
時
理
事
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
皆
様
方
に
は
、
年
末
の
何
か

と
ご
多
用
の
と
こ
ろ
ご
出
席
を
賜

り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
日
の
理
事
会
は
、
本
会

定
款
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

き
ま
す
共
済
基
金
分
担
金
基
率
の
見

直
し
に
係
る
「
建
物
総
合
損
害
共
済

業
務
規
程
」
の
改
正
等
に
関
す
る
議

案
、な
ら
び
に
、本
会
が
現
在
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
公
益
社
団
法
人
へ
の

移
行
申
請
に
係
る
「
公
益
社
団
法
人

全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
定
款

案
」
の
草
案
を
議
案
と
し
て
ご
提
案

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
間
の

取
組
み
状
況
に
つ
き
ま
し
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
た
め
、皆
様
方
の
ご
参

集
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

共
済
基
金
分
担
金
基
率
の
見
直
し

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
六
月
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
平
成
二
十
二
年
度

の
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
よ

り
「
現
下
の
厳
し
い
地
方
財
政
下
に

お
い
て
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て

お
ら
れ
る
会
員
各
市
の
ご
負
担
を
よ

り
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
共
済
基
金

分
担
金
基
率
の
見
直
し
を
鋭
意
検
討

す
る
。」
と
の
旨
を
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
会
員

各
市
に
お
け
ま
す
昨
今
の
厳
し
い
財

政
状
況
は
も
と
よ
り
、
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
に
向
け
て
検
討
い
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
各
種
準
備
金
水
準

の
あ
り
方
も
踏
ま
え
て
検
証
し
、
本

日
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
建
物

共
済
基
金
分
担
金
基
率
の
引
下
げ
を

ご
提
案
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
新
公
益
法
人
制
度
の
対
応

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年

七
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
理
事
会

に
お
き
ま
し
て
お
示
し
し
ま
し
た

今
後
の
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
申

請
等
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
き
ま
し
て
、
こ
の
間
、
外
部
有
識

者
も
活
用
し
な
が
ら
諸
課
題
へ
の
対

応
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、
移
行
申
請
に
際
し
て
柱

と
も
言
う
べ
き
、
現
行
定
款
の
全
部

変
更
に
よ
る
公
益
社
団
法
人
全
国
市

有
物
件
災
害
共
済
会
定
款
案
に
つ
き

ま
し
て
、
現
時
点
に
お
け
る
「
草

案
」
と
し
て
、
本
日
、
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
定
款
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
最
終
的
な
審
議
及
び
決
議

は
、
来
年
度
の
次
期
通
常
総
会
に
お

き
ま
し
て
お
諮
り
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
す
が
、
定
款
変
更
に
係
る
骨
格

的
部
分
は
概
ね
完
成
し
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、「
定
款
案
」
の
草
案
に

つ
き
ま
し
て
、
報
告
事
項
で
は
な
く

決
定
事
項
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
審
議

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
間
の
取
組
み
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人
移

行
に
係
る
認
定
要
件
に
適
合
さ
せ
ま

す
た
め
、
事
業
の
あ
り
方
や
役
員
等

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
係
る
諸
課

題
に
つ
き
ま
し
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

事
業
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
益
目
的
事
業
全
体
の
位
置
づ

け
や
、
同
事
業
に
お
け
る
収
支
相
償

を
満
た
す
た
め
に
、
本
会
が
実
施
す

る
相
互
救
済
事
業
と
し
て
適
正
な
準

備
金
の
水
準
及
び
収
益
事
業
の
経
営

改
善
に
つ
き
ま
し
て
検
討
を
行
い
、

一
定
の
具
体
的
方
策
を
整
理
し
て
ま

い
っ
て
お
り
ま
す
。

役
員
等
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に

つ
き
ま
し
て
も
、
役
員
定
数
及
び
選

任
方
法
、
理
事
会
運
営
、
組
織
体
制

に
関
し
ま
し
て
、
同
様
に
検
討
を
行

い
、
具
体
策
と
し
て
整
理
し
て
ま

い
っ
て
お
り
ま
す
。

役
員
定
数
及
び
選
任
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移

行
後
は
、
理
事
会
へ
の
役
員
本
人
の

出
席
が
求
め
ら
れ
ま
す
こ
と
か
ら
、

理
事
の
定
数
を
大
幅
に
見
直
す
と
と

も
に
、
会
員
市
か
ら
選
任
さ
れ
る
理

事
の
選
任
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
長
の
み
な
ら
ず
、
副
市
長
等
か
ら

も
選
任
で
き
る
よ
う
に
見
直
す
こ
と

と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
監

事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
定
数
の
見
直

し
を
図
る
と
と
も
に
、
現
行
の
会
員

市
長
か
ら
の
選
任
を
改
め
、
す
べ
て

学
識
経
験
者
か
ら
選
任
す
る
よ
う
見

直
す
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
組
織
体
制
の
見
直
し
に

建
物
共
済
分
担
金
基
率
の
引
下
げ
と

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て

社
団
法
人

全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会
理
事
長（
大
阪
市
長
）

平
松

邦
夫

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
にににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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つ
き
ま
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人
へ

の
移
行
後
は
、
業
務
執
行
の
決
定
権

限
等
が
理
事
会
や
代
表
理
事
に
集
中

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
た
め
、
現
行

の
本
部
及
び
支
部
事
務
局
に
つ
き
ま

し
て
は
、
と
も
に
こ
れ
ら
の
補
助
機

関
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
支
部

長
市
が
果
し
て
こ
ら
れ
た
役
割
を
踏

ま
え
、
定
款
案
に
お
き
ま
し
て
、

「
公
益
社
団
法
人
移
行
後
の
理
事
会

及
び
代
表
理
事
の
権
限
に
抵
触
し
な

い
範
囲
で
、
任
意
機
関
の
設
置
が
で

き
る
。」
旨
の
定
め
を
置
く
こ
と
と

し
、
今
後
と
も
、
本
会
の
運
営
に
対

し
、
助
言
等
、
幅
広
い
見
地
か
ら
の

示
唆
を
行
い
得
る
仕
組
み
に
つ
い

て
、さ
ら
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
公
益
法
人
制
度
へ
の
対
応
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
外
部
有

識
者
も
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
申
請
に
向

け
た
手
続
き
を
鋭
意
進
め
、
次
期
総

会
に
お
き
ま
し
て
、
最
終
的
な
決
議

を
頂
戴
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後

益
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

平平
成成
二二
十十
二二
年年
十十
二二
月月
十十
七七
日日
臨臨
時時
理理
事事
会会
のの
概概
要要

日
時平

成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日

十
四
時

場
所ヴ

ィ
ア
ー
レ
大
阪安

土
の
間

二
階

出
席
者
数

理
事
数

三
八
名

出
席
者
数

二
八
名

（
含
代
理
出
席
及
び
書
面
表
決
）

議
題一

議
案
第
二
号

建
物
総
合
損

害
共
済
業
務
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
案

二

議
案
第
三
号

自
動
車
損
害

共
済
基
本
業
務
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
案

三

議
案
第
四
号

自
動
車
損
害

共
済
総
合
業
務
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
案

四

議
案
第
五
号

公
益
社
団
法

人
全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会

定
款
案
（
草
案
）

五

報
告
第
三
号

公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
申
請
に
向
け
た
取

組
み
状
況
に
つ
い
て

議
事
の
要
領

平
松
理
事
長
（
大
阪
市
長
）
の
開

会
挨
拶
の
後
、
岡
本
雅
博
常
務
理
事

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

「
建
物
共
済
業
務
規
程
の
改
正
は
、

分
担
金
基
率
の
引
下
げ
と
保
険
法
の

施
行
に
合
わ
せ
消
滅
時
効
規
定
を
設

け
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
う
ち
分
担

金
基
率
の
引
下
げ
は
、
従
来
、
基
率

の
十
％
相
当
額
を
異
常
危
険
準
備
金

積
立
分
と
し
て
き
た
が
、
現
行
の
準

備
金
額
が
規
定
の
上
限
額
に
達
し
た

こ
と
等
に
よ
り
、
積
増
し
を
止
め
た

こ
と
、
ま
た
直
近
の
十
年
度
間
の
実

績
損
害
率
の
低
下
に
伴
い
、
合
わ
せ

て
約
十
九
％
の
引
下
げ
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、こ
れ
を
原
資
と
し
、一

般
物
件
・
住
宅
物
件
合
計
で
十
九
・

四
％
、
金
額
で
十
一
億
五
千
万
円
余

の
引
下
げ
を
行
い
各
市
の
負
担
軽
減

に
努
め
る
。

ま
た
、
消
滅
時
効
の
規
定
に
つ
い

て
は
、
建
物
共
済
で
新
た
に
設
け
る

ほ
か
、
自
動
車
共
済
で
は
現
行
二
年

と
な
っ
て
い
る
規
定
を
三
年
に
改
め

る
。続

い
て
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

に
向
け
て
、
平
成
二
十
二
年
七
月
開

催
の
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
三
年
六
月
開
催
予
定
の
次
期
通

常
総
会
に
定
款
変
更
を
含
め
、
最
終

的
な
移
行
申
請
に
係
る
最
終
的
な
決

議
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、
移
行

申
請
す
る
旨
を
申
し
あ
げ
た
。
つ
い

て
は
、
今
回
の
理
事
会
で
は
、
移
行

申
請
に
あ
た
り
骨
格
と
な
る
定
款
案

を
草
案
と
い
う
形
で
提
案
し
、
会
員

市
の
皆
様
に
ご
周
知
申
し
あ
げ
た
上

で
、
会
員
市
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を

伺
っ
て
必
要
に
応
じ
て
精
査
を
行

い
、
次
期
通
常
総
会
に
お
い
て
、
最

終
の
定
款
案
と
し
て
改
め
て
提
案
し

た
い
。」
と
述
べ
た
。

審
議
の
後
、
提
案
さ
れ
た
定
款
案

（
草
案
）
が
決
議
さ
れ
、
ま
た
報
告

第
三
号
「
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

申
請
に
向
け
た
取
組
み
状
況
に
つ
い

て
」
が
承
認
さ
れ
、
閉
会
し
た
。
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定定
款款
案案
（（
草草
案案
））
のの
主主
なな
ポポ
イイ
ンン
トト

（
１
）
目
的
・
事
業

○
「
公
益
性
」
を
明
確
に
記
述

し
、「
目
的
」
を
掲
記

○
「
公
益
目
的
事
業
」、「
収
益

事
業
」
は
関
係
法
令
に
従
っ
た

構
成
に

（
２
）
総
会
及
び
理
事
会

○

権
限：

総
会
・
理
事
会
の
権

限
を
関
係
法
令
に
基
づ
き
整
理

○

理
事
会
運
営：

い
わ
ゆ
る

「
一
般
社
団
・
財
団
法
人
法
」

第
九
十
一
条
第
二
項
「
た
だ
し

書
き
」
規
定
（
年
二
回
）
を
適

用
す
べ
く
、
必
要
事
項
を
明
記

（
３
）
理
事
、
監
事
等

○

定
数：

理
事
二
五
〜
四
一
名

（
う
ち
会
員
理
事
四
〇
名
）→

理
事
一
五
〜
二
五
名
（
う
ち
会

員
理
事
二
〇
名
）

○

選
任
方
法：

理
事
会
へ
の
本

人
出
席
が
必
要
な
こ
と
等
か

ら
、
会
員
理
事
は
副
市
長
等
か

ら
の
選
任
も
可
能
と
し
、
監
事

は
学
識
経
験
者
の
み
か
ら
選
任

す
る
こ
と
に
変
更
（
現
行：

市

長
の
み
）

○

会
計
監
査
人
は
監
査
法
人
か

ら
選
任

○

役
員
報
酬
に
つ
い
て
、
総
会

で
決
議
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

定
款
で
明
記

（
４
）
代
表
理
事
の
構
成

○

代
表
理
事
は
三
名
（
理
事

長
、
理
事
長
職
務
代
理
者
、
常

務
理
事
）

○

代
表
理
事
は
全
員
が
代
表
権

を
有
し
、
対
外
的
に
は
代
表
理

事
三
名
が
連
帯
し
て
責
任
を
負

う
。

○

そ
の
上
で
、
内
部
的
委
任
の

見
地
か
ら
代
表
理
事
三
名
の
権

限
を
、
定
款
又
は
理
事
会
で
定

め
る
。

（
５
）
組
織
体
制
（
支
部
の
廃
止
）

○

業
務
執
行
権
限
が
、
理
事

会
・
代
表
理
事
に
集
中
す
る
た

め
、
事
務
局
機
能
を
整
理
し
、

支
部
は
廃
止

○

支
部
長
市
が
果
し
て
き
た
役

割
を
考
慮
し
、
今
後
と
も
、
助

言
等
を
行
い
得
る
仕
組
み
に
つ

き
、
定
款
案
で
規
定
す
る
「
権

限
を
持
た
な
い
任
意
機
関
」

（
理
事
会
で
決
定
）
と
し
て
、

位
置
づ
け
を
検
討

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

平
成
二
十
二
年
度
各
支
部
事
務
連
絡

協
議
会
は
、
昨
年
の
八
月
か
ら
十
一
月

に
各
市
の
共
済
事
務
担
当
者
の
出
席
の

も
と
支
部
ご
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
岡
本
常
務
理

事
か
ら
事
業
の
概
況
等
に
つ
い
て
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
本
会
の
共
済
事
業
は
「
一

市
は
全
市
の
た
め
に
全
市
は
一
市
の
た

め
に
」
と
い
う
相
互
救
済
理
念
の
も
と

建
物
・
自
動
車
の
低
廉
な
分
担
金
に
よ

る
共
済
の
実
施
に
よ
り
各
市
財
政
の
負

担
軽
減
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
万
が
一

の
被
災
の
際
に
は
、
迅
速
か
つ
適
正
な

災
害
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
に

よ
り
市
の
財
産
の
保
全
に
資
す
る
こ
と

を
本
会
の
使
命
と
し
て
い
る
旨
を
説
明

し
ま
し
た
。

ま
た
公
益
制
度
法
人
改
革
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
申
請
に
向
け

た
準
備
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
説
明
し
今
後
の
市
の
皆
様
の
支

援
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
続
い

て
本
部
事
務
担
当
者
よ
り
共
済
事
業
の

現
況
及
び
新
公
益
法
人
制
度
へ
の
本
会

の
対
応
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

決
議
さ
れ
ま
し
た
「
定
款
案

（
草
案
）」
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
意
見
、
ご
質
問
等
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
次
の
照
会
先

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

info@
city−net.or.jp

T
E
L
.

（０３

）

５２１６
－
８７１２

総
務
部

小
林
・
間
嶋
ま
で
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「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

来
る
…
」

昔
か
ら
言
い
古
さ
れ
た
お
話
で
す

が
、
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
改
め

て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
の
第
十
二
回
都
市
防
災
推
進

セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
年
十
一
月
十
一
日

（
木
）
に
、「
来
る
べ
き
大
規
模
な
地

震
災
害
の
被
害
を
（
何
と
か
）
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
点
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
地
域
か
ら
耐
震

の
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
方
々
の

様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
総
務
省
消
防
庁
の
横
田
防
災

課
長
か
ら
基
調
講
演
と
し
て
、「
い

つ
何
時
で
も
発
生
す
る
可
能
性
の
あ

る
地
震
列
島
・
日
本
」
の
状
況
を
、

様
々
な
指
標
等
も
交
え
な
が
ら
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
第
四
回

日
本

耐
震
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
と
し
て
「
利
用
者

目
線
の
耐
震
促
進
と
助
成
制
度
を
行

政
と
共
に
創
る
」、
社
団
法
人
東
京

都
建
築
士
事
務
所
協
会
足
立
支
部
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
活
動

は
、
一
般
の
人
に
と
り
「
あ
ま
り
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
耐
震
診
断
と
そ
れ

に
基
づ
く
耐
震
工
事
設
計
・
施
工

を
、
行
政
の
補
助
制
度
（
業
者
さ
ん

へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
と
、
ご
近

所
の
建
築
屋
さ
ん
の
地
道
か
つ
親
身

に
な
っ
た
営
業
活
動
が
、
大
き
な
耐

震
工
事
数
の
増
と
い
う
形
で
現
れ
て

き
た
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
の
審

査
委
員
長
で
、
首
都
大
学
東
京
の
中

林
一
樹
教
授
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
て
い
た
だ
き
、
学
校
、
地
域

等
で
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
各
位
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
ら
れ
、
熱
心
な
議

論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

悲
し
い
話
で
す
が
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
は
六
千
人
を
超
え
る
尊
い

犠
牲
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

約
五
千
五
百
人
の
方
は
、
地
震
発
生

後
ほ
ぼ
十
五
分
以
内
の
死
亡
、
す
な

わ
ち
「
即
死
」
の
状
態
で
あ
り
、
そ

の
原
因
が
「
家
具
転
倒
や
家
屋
倒
壊

に
よ
る
下
敷
き
」
で
あ
っ
た
一
方
、

同
じ
震
度
七
で
あ
る
、
平
成
十
六
年

十
月
に
発
生
し
た
中
越
地
震
に
お
い

て
同
じ
統
計
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

「
ほ
ぼ
即
死
」
の
方
の
比
率
は
、
ほ

ぼ
十
分
の
一
の
状
況
で
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
、「
北
国
で
は
古
い
家
屋

で
も
豪
雪
対
策
も
な
さ
れ
、
倒
壊
家

屋
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
火
災
も

少
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
ら
れ
、「
建

物
を
壊
さ
な
い
」
こ
と
が
、「
い
の

ち
を
つ
な
ぐ
」
と
と
も
に
、
震
災
後

の
「
生
活
も
壊
さ
な
い
」
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
訴
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
都
心
部
に
多
い
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
（
概
ね
四
階
建
て
以
上
）
で

は
、
確
か
に
「
免
震
構
造
」
に
は

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ご
承
知
の
と

お
り
、
低
層
階
に
比
べ
と
ん
で
も
な

い
「
揺
れ
」
が
発
生
し
、
そ
の
結

果
、「
家
具
が
暴
れ
る
」
状
況
に
な

る
こ
と
か
ら
、
家
具
固
定
の
大
切
さ

を
説
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

耐
震
工
事
や
家
具
固
定
の
重
要
性

と
い
う
も
の
は
、
多
く
の
方
が
認
識

し
て
お
ら
れ
る
も
の
の
、
や
は
り

「
費
用
と
そ
の
効
果
」
に
つ
い
て
、

「
二
の
足
を
踏
む
」
実
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
何
と
か
し
て

「
突
破
し
よ
う
」
と
い
う
熱
意
に
う

た
れ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
て
、
皆
様

へ
の
ご
案
内
と
い
た
し
ま
す
。

第
十
二
回

都
市
防
災
推
進
セ
ミ
ナ
ー

『
第
四
回
日
本
耐
震
グ
ラ
ン
プ
リ

―「
ま
ち
場
」か
ら
進
め
る
耐
震
化
・
家
具
固
定
―

』

「第４回 日本耐震グランプリ」受賞者
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一
九
九
九
年
六
月
三
日
に
開
場
し

た
博
多
座
は
、「
芸
ど
こ
ろ
博
多
」

に
ふ
さ
わ
し
い
歌
舞
伎
・
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
・
商
業
演
劇
（
座
長
芝
居
）
な

ど
、
月
替
わ
り
で
様
々
な
演
目
が
公

演
さ
れ
る
、
博
多
リ
バ
レ
イ
ン
内
に

あ
る
九
州
最
大
級
の
劇
場
で
す
。

三
層
構
造
の
客
席
は
、
ど
の
席
か

ら
で
も
迫
力
あ
る
舞
台
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
座
席
数
は
一
、
四
九
〇

席
（
最
大
）
も
あ
り
、
東
京
・
大
阪

な
ど
で
注
目
を
集
め
た
公
演
を
い
ち

早
く
見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
広
く
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

博
多
座
は
、
あ
ら
ゆ
る
演
劇
ジ
ャ

ン
ル
に
対
応
可
能
な
「
演
劇
専
用
劇

場
」
と
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
演

目
に
よ
り
「
回
り
舞
台
」「
花
道
」

「
袖
花
道
」「
奈
落
」「
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
ピ
ッ
ド
」「
鳥
屋
」
な
ど
が
設
置

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
設
備
を
全
て

兼
ね
備
え
た
劇
場
は
、
全
国
で
も
博

多
座
だ
け
で
す
。

設
計
段
階
か
ら
、『
ミ
ス
・
サ
イ

ゴ
ン
』
や
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
な

ど
の
大
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
奈
落
の
深
さ
や
舞
台

の
大
き
さ
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
花
道
部
分
の
天
井
内
に
宙

乗
り
に
必
要
な
設
備
が
備
え
付
け
ら

れ
、
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
の
上
演
も
容

易
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
上
演
時
に
は
、
生
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
り
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
六
月
の
歌
舞
伎
興
行
で
は
、

博
多
座
の
隣
を
流
れ
る
博
多
川
で
歌

舞
伎
役
者
な
ど
に
よ
る
「
船
乗
り
込

み
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
十
二

月
を
「
市
民
檜
舞
台
の
月
」
と
し
て

一
般
市
民
に
開
放
し
て
お
り
、「
博

多
を
ど
り
」
も
毎
年
こ
こ
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

博
多
座
の
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ

る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
月
公
演

演
目
に
合
わ
せ
た
「
博
多
座
ケ
ー

キ
」
が
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
。
他

に
も
、「
博
多
座
あ
ん
ぱ
ん
」
・

「
梅
ヶ
枝
餅
」
・
「
ぬ
れ
お
か
き
」

な
ど
も
各
フ
ロ
ア
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
ご
賞
味
あ
れ
!!

委
託
物
件

名
称博

多
座劇

場
舞
台
機
構
設
備

音
響
設
備

照
明
設
備

緞
帳

「「
博博

多多

座座
」」

委
託
物
件

福
岡
市

あ
れ
こ
れ

＜博多座外観＞
ここに掲載した写真・資料は福岡市からのご提供によるものです。

＜船乗り込み＞

所 在 地 福岡市博多区下川端町２－１
電 話 ０９２－２６３－５８５８
交 通 ＪＲ博多駅より西鉄バス約１５分・

西鉄天神バスセンターより西鉄バ
ス約１０分
川端町・博多座前下車すぐ
地下鉄空港線・箱崎線の中洲川端
駅７番出口直結

＜劇場内部＞

＜博多座正面入口＞

＜階段下に飾られた山笠＞
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災
専
門
図
書
館
だ
よ
り

こ
の
右
の
内
容
画
面
は
、
分
類
最
後
の
安

政
江
戸
地
震
を
集
め
た
も
の
で
す
。

二
番
目
の
画
像
を
選
び
、
拡
大
し
た
も
の

が
こ
の
右
下
の
図
に
な
り
ま
す
。

右
上
隅
の
四
角
で
囲
ま
れ
た
部
分
を
拡
大

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
倍
率
は
さ
ら
に
上
げ

る
こ
と
が
可
能
で
、
路
地
や
大
名
屋
敷
の
名

前
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
、
高
精
細
画

像
の
威
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
時
の
こ
の
よ
う
な
木
版
刷
り
の
災
害
情

報
が
、
今
も
墨
色
鮮
や
か
に
読
み
取
れ
る
こ

と
に
感
嘆
し
ま
す
。

本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
防
災
専
門
図
書
館

の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.c
ity-n

e
t.o
r.jp
/lib
ra
ry.h
tm

『
防
災
専
門
図
書
館
所
蔵

火
災
・
地
震
関
係
か
わ
ら
版
』

W
e
b
コ
ン
テ
ン
ツ
発
表
！

『
防
災
専
門
図
書
館
所
蔵

火
災
・
地
震
関
係

か
わ
ら
版
』
を
、
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。
長
い
間
、
書
庫

の
奥
深
く
秘
蔵
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
、
防

災
専
門
図
書
館
の
お
宝
で
あ
る
「
か
わ
ら
版
」
の

九
十
点
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

上の分類の項目をクリックすると、

右の内容画面になります。
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ご宿泊料金
（市職員割引料金）

■シングル 8,316円（税サ込）～

■ツイン 13,860円（税サ込）～

■トリプル 16,285円（税サ込）～

ほかに市職員ご家族の宿泊割引料金もご用意しております

レストラン「アイリス」

都市センターホテル（日本都市センター会館内）は、会員各市
の市長、職員の皆様のご利用に支えられ、早くも本年６月には新
会館オープン１２年となります。
客室は、高速インターネットサービスを完備し、禁煙フロアもご用

意しております。
また、最大７５０人収容のホール・会議室２６室を備え、全国都市
及び関係団体の多様なニーズに対応できるようにしています。

102-0093 東京都千代田区平河町 2-4-1 TEL（03）5216-8712
http : //www.city-net.or.jp

社団法人 全国市有物件災害共済会

味わいの空間

都市センターホテル
〒１０２－００９３東京都千代田区平河町２－４－１
TEL(03)3265－8211 FAX(03)3262－1705

宿泊予約直通(03)5216－8801
www.toshicenter.co.jp

和食処「梅林」

シングルルーム

くつろぎの空間

発 行

ツインルーム
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